
可
蹄
小
説
巻
十
八

織
部
黒
威
し
の
敵
と
突
合
突
伏
た
る
時
、
左
内
は
家
人
も
友
〈
鎗
も

な
し
。
指
万
迄
に
付
、
刀
を
抜
て
鎗
下
を
〈
官
り
入

τ、
黒
威
し
の
首

を
取
る
o
此
首
を
献
上
し
て
御
前
直
り
た
り
。
最
初
狸
々
緋
の
羽
織
と

織
部
突
合
け
る
が
、
後
に
黒
威
し
と
替
り
、
狸
々
緋
は
野
村
左
馬
と
突

合
、
最
初
左
馬
と
突
合
け
る
黒
威
し
織
部
方
へ
参
り
、
右
の
趣
に
成

る
。
左
馬
は
狸
々
緋
の
羽
織
と
突
合
候
底
、
猿
々
緋
殊
の
外
手
負
て
引

取
候
。
前
に
薮
あ
り
、
此
薮
訟
に
て
見
え
不
申
候
と
、
常
々
…
織
部
申
候

皆
、
丹
初
伊
兵
衛
語
る
。
文
津
田
勘
兵
衛
話
に
、
岡
山
表
に
て
此
方
よ

り
も
五
六
人
、
敵
も
五
六
人
寄
合
突
合
所
に
、
鎗
下
に
敵
一
入
手
負
出

来
す
。
縫
が
突
倒
し
た
る
も
不
知
。
共
首
を
取
度
事
か
な
と
訟
も
ひ

ぬ
れ
ど
、
烈
敷
場
に
て
中
々
不
成
所
に
‘
金
の
蝿
取
笠
の
由
日
を
着
た
る

も
の
一
入
、
万
を
抜
て
飛
入
り
首
を
取
た
り
。
後
陀
聞
け
ば
永
井
左

内
也
と
云
ふ
。
厳
合
う
ち
に
‘
此
方
鎗
の
上
に
長
き
鎗
横
た
は
り
て
あ

り
。
そ
れ
を
取
度
事
と
訟
も
へ

E
も
不
成
。
惣
て
敵
の
鎗
は
長
く
て

目
の
際
へ
来
り
、
我
鎗
は
短
く
て
と
ピ
か
ぬ
様
に
島
も
ふ
も
の
也
。

共
鎗
は
永
井
友
内
が
鎗
と
聞
き
た
り
と
勘
兵
衛
話
を
‘
有
津
孫
作
間

た
り
と
云
ふ
。
共
場
の
衆
は
津
田
勘
兵
衛
・
捧
回
源
右
衛
門
・
西
尾
隼

人
・
野
村
左
馬
・
丹
初
織
部
、
共
外
に
も
あ
り
し
ょ
し
。
左
内
が
不
首
尾

也
。
何
と

τ共
闘
を
は
づ
し
け
る
と
也
。
隼
人
私
事
足
に
矢
庇
を
譲

り
、
共
矢
を
抜
候
へ
共
、
足
甚
だ
腫
出
で
引
取
申
事
さ
へ
簸
仕
ほ
ど

に
、
付
入
は
成
不
申
候
と
い
ふ
。
其
外
へ
は
御
帯
も
無
之
。

て
大
坂
陣
武
謹
話
の
毘
儒

如
此
家
中
に

τさ
へ
人
の
口
駿
柑
押
す
。
永
井
左
内
は
夏
陣
の
後
遺
付

病
死
。
丹
羽
織
部
は
元
和
五
年
に
病
死
。
二
皮
目
の
御
穿
議
は
寛
永

八
年
に
て
、
元
和
元
年
よ
り
は
十
八
年
後
の
也
。
そ
れ
故
申
度
き
ま

A

の
様
に
成
る
と
見
え
た
り
。
共
後
文
=
一
度
目
の
御
吟
味
に
合
て
立

身
す
る
も
あ
り
。
色
々
の
働
き
の
者
共
出
来
と
云
ふ
。
一
家
の
内
に

で
さ
へ
如
此
た
れ
ば
、
他
家
に
て
の
武
功
い
ひ
立
無
飴
儀
事
也
。
佐

藤
兵
部
夏
陣
に
二
十
歳
許
成
小
者
体
の
首
を
取
を
、
山
田
宇
右
衛
門

見
付
て
、
む
ど
き
事
を
す
る
。
ゆ
る
し
て
や
れ
と
い
へ
ど
も
押
付
首
を

取
る
。
共
後
来
て
あ
る
聞
を
き
せ
.
出
向
首
に
し
御
質
見
に
入
た
り
。

共
路
す
が
ら
馬
上
に
曽
附
の
首
を
提
げ
、
灘
奥
右
衛
門
に
逢
て
是
を
・

み
よ
と
一
宮
ふ
O

二
度
目
御
食
議
の
時
、
我
等
手
前
の
儀
は
鴻
奥
右
衛

・
門
見
申
候
と
云
ふ
。
奥
方
衛
門
御
等
あ
れ
ば
、
遣
に
て
見
申
と
一
宮
ふ
。

共
外
に
詮
擦
は
と
あ
れ
ば
、
山
田
牟
右
衛
門
見
候
と
云
ふ
。

b
T
右
衛

門
へ
御
帯
ね
あ
れ
ば
.
右
の
遇
に
申
候
。
依
之
兵
部
‘
牟
右
街
門
と
論

可
親
小
麗
巻
十
八

四
八

は
、
鈴
り
に
か
せ
ぐ
と
て
夜
中
路
を
踏
迷
ひ
、
伊
達
陸
臭
政
宗
の
陣
所

へ
行
て
捕
へ
ら
れ
縛
ら
れ
ぬ
。
共
時
松
平
筑
前
守
家
来
永
井
左
内
と

名
乗
け
れ
ば
、
使
者
を
添
へ
送
り
来
る
。
賀
州
の
陪
臣
と
稀
し
て
請

取
‘
御
知
行
被
召
放
と
云
。

一
、
葛
巻
隼
人
の
働
御
倉
議

同
目
黒
門
に
て
梶
川
摘
左
衛
門
、
一
一
銭
剃
の
小
屋
蔭
に
居
て
見
け
れ

ば
二
番
高
傘
隼
入
、
次
に
古
屋
所
左
衛
門
行
く
を
見
て
、
推
練
き
瀬

左
衛
門
も
行
く
と
自
ら
言
ふ
。
共
外
も
別
の
所
に
居
た
る
者
、
隼
人

が
出
る
を
見
て
出
る
も
の
多
し
。
共
内
に
大
男
の
黒
戚
せ
る
も
の
、

隼
人
よ
り
も
張
出

τ敵
き
合
た
り
。
此
者
は
則
古
屋
所
左
衛
門
と
御

穿
議
極
る
。
叉
御
馬
姻
に
葛
岡
平
凶
郎
と
い
ふ
一
大
男
、
黒
威
し
を
着
、

右
の
所
に
居
た
る
内
よ
り
-
番
に
か
け
出
て
突
合
ひ
、
敵
引
け
れ
ば

門
内
へ
付
入
し
、
門
内
に
て
能
き
敵
を
突
伏
て
首
取
た
り
と
い
ふ
，
o

去
E
も
共
後
大
坂
の
事
に
て
平
四
郎
切
腹
せ
り
。
二
度
目
の
御
愈
議

の
時
、
梶
川
瀬
左
衛
門
如
何
訟
も
ひ
け
ん
、
葛
巻
隼
人
よ
り
張
出
て

働
た
る
は
葛
岡
.
平
四
郎
也
と
い
ひ
出
た
り
。
踊
左
衛
門
口
上
前
後
相

違
す
。
微
妙
公
葛
岡
事
を
殊
の
外
御
惜
み
御
後
悔
被
成
候
と
一
宮
ふ
。

叉
隼
人
へ
御
専
は
、
黒
門
に
て
敵
門
外
へ
引
入
し
時
付
入
に
可
仕
事

に
成
間
不
宜
無
言
也
。
兵
部
手
前
不
首
尾
干
高
な
れ
E
も
何
と
も
不

思
、
却
て
寧
功
不
立
様
に
上
を
怨
み
け
り
。
横
山
大
勝
別
て
目
を
か

け
候
に
付
、
大
膳
を
頼
む
。
大
勝
好
時
節
あ
り
て
、
兵
部
大
坂
に
て

の
首
尾
御
感
に
建
し
け
れ
ど
も
、
兎
角
の
御
い
ら
へ
た
し
。
然
れ
ど

も
大
膳
方
よ
り
、
御
手
前
大
坂
に
て
の
首
尾
、
今
朝
委
細
御
耳
に
立
申

候
。
頓

τ可
有
吉
左
布
と
書
紋
遺
す
。
兵
部
此
書
般
を
取
て
御
闘
を

立
退
き
‘
江
戸
へ
行
て
佐
藤
甫
閑
と
改
稽
し
、
三
千
石
陀
可
抱
申
と

被
仰
方
有
之
と
披
露
す
。
大
坂
の
働
は
悉
皆
俄
也
。
平
岩
禰
右
衛
門

は
御
使
番
に
て
七
百
石
、
各
陣
の
時
民
田
丸
に
て
の
首
尾
を
一
試
立
、
御

国
立
退
き
尾
州
へ
赴
て
四
千
石
取
る
。
大
島
雲
平
は
御
馬
廻
に
て
こ

百
五
十
石
、
岡
山
表
に
て
鎗
を
合
せ
、
左
の
股
を
突
き
手
負
た
る
首
尾

を
‘
御
旗
本
土
屋
構
佐
被
見
申
。
機
佐
手
前
の
事
は
雲
千
見
鯖
た
る

と
て
御
園
を
御
暇
取
、
江
戸
へ
行
て
柳
生
但
州
へ
取
入
り
、
加
藤
肥

後
守
殿
へ
七
百
五
十
石
に

τ有
附
、
胞
州
滅
亡
の
後
紀
州
和
歌
山
へ

先
知
に
被
召
出
。
今
共
子
小
源
太
と
て
無
相
逮
紀
州
民
有
之
。
小
幡

勘
兵
衛
各
陣
の
時
は
、
御
家
の
才
監
物
古
傍
鐙
と
て
御
備
を
か
り
、

監
物
は
富
田
越
後
組
故
越
後
組
に
入
て
相
勤
む
。
民
間
丸
に
て
大
な

る
働
有
之
様
に
江
戸
に
て
被
申
候
得
共
‘
御
家
に
て
は
且
て
知
り
た

三
回
丸




